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【誤訳訂正書】
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【訂正の内容】
【００３４】
　干渉除去アルゴリズムの第２実施形態は、簡略化された処理を使用する。アンテナ重み
成分は、最も強いナビゲーションビーコン信号を正確に除去するために各アンテナで受信
された最も強いナビゲーションビーコン信号の測定値に基づいて選択される。ａ１および
ａ２が２つのアンテナ（アンテナ＃１およびアンテナ＃２）のそれぞれでの最も強いナビ
ゲーションビーコン信号の複素電圧とすると、その最も強いナビゲーションビーコン信号
を除去するために、アンテナ重み成分ｗ１およびｗ２を、ｗ１＝－ａ１およびｗ２＝ａ２

となるように設定する。ここで、ｗ１＊ａ１＋ｗ２＊ａ２はゼロに等しく、最も強いナビ
ゲーションビーコン信号を除去する。マルチプルの強いナビゲーションビーコン信号があ
る場合、マルチプルの強いナビゲーションビーコン信号のうちのできるだけ多くを除去す
るように複素アンテナ重み成分を設定する。３つの強いナビゲーションビーコン信号を使
用する例では、アンテナ＃１によって受信された３つの強いナビゲーションビーコン信号
の複素電圧がｘ１、ｙ１およびｚ１であり、アンテナ＃２によって受信された３つの強い
ナビゲーションビーコン信号の複素電圧がｘ２、ｙ２およびｚ２であると仮定する。アン
テナ＃１での複素電圧の合計がＳ１＝ｘ１＋ｙ１＋ｚ１であり、アンテナ＃２での複素電
圧の合計がＳ２＝ｘ２＋ｙ２＋ｚ２であるとすると、アンテナ重み成分ｗ１およびｗ２は
、他のより弱いナビゲーションビーコン信号がアンテナによって検出可能であるように適
当なトレードオフで３つの強いナビゲーションビーコン信号を除去するためにｗ１＝－Ｓ

２およびｗ２＝Ｓ１に設定されるべきである。例ではアンテナ重み成分を計算するために
特定の数式が示されているが、他の数式が本発明の範囲を侵害することなくアンテナ重み
成分のために使用されることができることを当業者は理解するであろう。さらに、本発明
は特定の数の強いナビゲーションビーコン信号だけを除去することに限定されないことを
当業者は理解しているであろう。そうではなく、所望の数の強いナビゲーションビーコン
信号を除去するためにアンテナ重み成分を複数の強いナビゲーションビーコン信号の複素
電圧の合計に適用することが当業者には理解されているであろう。
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